
2012/02/03 
ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 
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寒い日が続き今日は節分、如何お過ごしでしょうか？ 

昨年の震災以降、内外のニュースから、何故か不安定な世相を感じます。

全国に広がる群発地震や政治経済の変革、多発する犯罪や社会事件、原

油をめぐる中東危機など様々です。現下の過敏な状況にあって、何か一

つの事件発生から連鎖的に拡大しかねないそんな世相を懸念しています。

杞憂に過ぎないことを願っています。                    （広瀬橋上流） 

 

あと２年、あすと長町に新たな市立病院のオープンが決まりました。そこから東側の道路一本隔てた場所に

広瀬川があります。平成２０年に水辺のユニバーサルとして整備された広瀬川の河川空間が病を癒し、生命力

を高める効果となれば、最先端の医療機関とともに仙台の新たな名所になることでしょう。 

今年の初歩きは、身近な広瀬川空間の再発見です。その啓蒙を今年は拡げていきたいと考えています。 

 

 

＜予定＞（２～４月）２月清掃はお休みです。 

                          

３月１０日（土）午前１０時～ 広瀬橋地区清掃（長靴、ヒバサミ、軍手持参） 

     ４月 ７日（土）  同 上（今年も第２土曜日に実施します） 

     ＜報告＞（１月） 

1/７日(土) 初歩き コース（広瀬橋～仙台大橋一周）終了後「新年会」  

 

長町１丁目橋姫明神の解説（長町歴史の会会長内田会員） 

「橋姫明神の伝説」（概要） 

昔、長町と河原町間の広瀬川に橋は何度となく洪水で流され、娘を人柱にしないと橋は

できないと言われました。そこに一人の娘が名乗り出て、橋のたもとの地中の穴に入り、

断食して果てました。その甲斐あって、無事に橋を掛けることができたとの伝説です。 

 

 

橋姫明神 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

      広瀬川宮沢橋から下流を撮影               八本松河原 
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